（「古代の土器研究会」改め）第135回歴史土器研究会例会のご案内
歴史土器研究会事務局2010.03.11
早春の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、２回続けて７世紀の土器の見学となりますが、次回は難波宮で最近発見された土器群の見学です。前期難波宮造営時の整地層に覆われた谷の埋土から、山田寺下層や645年と推定されている甘橿丘東麓遺跡焼土層（ＳＸ０３７）出土のものとほぼ同時期と見られる土器群が、さらにその下からは７世紀第１四半期に遡ると考えられる土器がまとまって出土しています。後期古墳に副葬されているような須恵器の高杯なども多数含まれており、前回見学した甘橿丘東麓遺跡出土品などと共に、今後７世紀前半の土器様相を考える上で基準資料になるのではないかと考えられる好資料です。
つきましては、皆さまお誘い合わせの上、是非ご参加下さいますよう、ご案内申し上げます。

記

日時：2010年４月17日（土）午後１時００分～
場所：大阪市文化財協会　難波宮調査事務所
大阪市中央区法円坂１－６－41
内容：大庭重信氏（大阪市文化財協会）

「（仮）難波宮跡（ＮＷ08－３）出土の土器」

会場までの交通

大阪市営地下鉄谷町線「谷町４丁目」駅下車、東へ徒歩約10分、あるいはＪＲ森ノ宮駅下車、西へ徒歩約15分、難波宮史跡公園の南側。詳しい地図は、大阪市文化財協会のホームページ（http://www.occpa.or.jp/）でご覧いただけます。
問い合わせ

京都国立博物館　学芸部　尾野善裕（工芸室：075-531-7512）（携帯：090-8483-9635）

